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＜連絡事項＞

· 光熱費の節約に努めること

　　１、冷房が設備されている部屋は、温度管理を徹底する事。30度以上での使用。28度設定にし、28度になったら切るなど、こまめなスイッチ操作を行う事。

２、日中の電灯使用は、原則として不可です。
　　　　一部を除き、すべての場所で、電灯の使用は禁止。

　　　　一部の場所とは、事務仕事をする場所などです。（最小限で、居ないときは消灯）
３、水道の使用を、意識して減らすこと。

· 青陽館付近の駐車スペースは病院の土地ではない為、駐車しないこと。

· 医療機能評価に向け、環境整備・書類整備を図る事。

· 8/29（水）学術抄録締め切り。

· 8/23、24、ソーシャルワーカーの学生が見学予定。（担当：小笠原）

· 8/29～9/4、ローテーション研修あり。出川梢（認定心理士・東病棟配属）

· 8/30、31、下舘ＳＧＭが業務出張の為不在。
· 8/31、作業療法学生1名（大橋幹作）通所見学予定。
＜外来情報＞

· 田澤　勝敏様　～「盆に外泊した。青山荘退所後、自宅に帰ることになった。今年の誕生日ぐらい
　　　　　　　　　には青山荘を出るかもしれない。環境適応がある為、やっぱり不安はある」と
　　　　　　　　　話されている。

・ 横町　浩様　　～「最近暑くて眠りづらいが食欲はある。暑い時は家で音楽を聴いている」と話さ
れている。

· 伊藤　雄一様　～「青陽館では読書出来なく、社会生活面を考えてもいいかな」と話されている。

・　関　秀治様　　～「盆中に5泊してきて、20日から仕事開始です」と報告されている。

・　村田　昭一様　～「暑さで食欲がない時があるが、大丈夫です。睡眠もとれています」と話され
ている。

· 関口　禅様　　 ～8/26日まで外泊予定との事。

· 本多　富美様　～一昨日眠れなく就床前薬を調整して2日分服用されている。本日眠剤2日分処方　

となっている。外来受診時、酒臭あり。
· 久保　興介様　～　前回服薬変更されているが、変わりなく過ごされている。

＜利用者様情報＞

· 繁名　和恵様　～10：20来所され「脳震盪が起こって遅れた」とスタッフに話されている。バイ　　

タル測定は異常はない。プログラムは机に伏せたまま参加されている。

· 晴山　美智子様～10：30「具合が悪い」と訴えられている。バイタル測定は異常なし。「体調が悪
　　　　　　　　いのではなく、気分がすぐれない」と話されており、内容について確認している。
　　　　　　　　「他メンバーが私を無視する」「大久保律子さんが来ない」「ファンデーションを
　　　　　　　　最近変えてから調子が悪い」と話されている。また、「居心地が悪いって言うか、
　　　　　　　　居場所がない感じ」との話もきかれている。食事は全量摂取され、12：45早退
　　　　　　　　されている。
　　　　　　　　13：40本人様より電話あり。「家に着いたら体調が良くなった。デイケアで態度
　　　　　　　　が悪くてごめんなさい」と話されている。

・　宮　陽子様　　～他メンバーに対する話掛け多く見られている。他メンバーの腹部を触って「何でそんなに太ったの？」と聞いたり、姿勢の悪いメンバーに「背中が丸まって、まるでおじいちゃんみたいよ」と話されている。

　　　　　　　　　　→他メンバーへの影響も考えられる為、本人様の言動に目を向け、必要時には

介入していく。

· 本多　富美様　 ～一昨日眠れなく就床前薬を調整して2日分服用されている。本日眠剤2日分処
 　　　　　　　　方となっている。睡眠状況について本人に確認したところ、「眠れるようになっ
　　　　　　　　　た」と話されている。

· 長瀬　紘一郎様～青明舎スタッフ同行にて、本日平和病院受診されている。青明舎より、受診時の
　　　　　　　　情報提供受けている。
　　　　　　　　食道にスイカの種が詰まっていたとの事で、摘出したとのこと。次回、8/24に
　　　　　　　　再度平和病院受診予定で、食道を広げるとのこと。

　　　　　　　　　　→本人の嚥下状況と、今後の食生活について、検討を続けていく

＜デイケア事例検討＞

· 清川　厚子様　　53歳　軽度知的障害・糖尿病

　　　　　　　　　通所開始日：平成19年5月6日（0年2ヶ月）　　利用率50％

　　　～参加出来ていない理由～　　

1 来たくない、面倒だから。

2 プログラムで料理教室と手芸はやりたいが、他は参加したくない。

　　　～目標～

　　　　　　　身の回りのこと（入浴、洗濯、掃除）を定期的に行なう。

　　　　　　　日課（起床・当番・デイケア通所）は必ず行なう。

　　　～デイケア治療計画～

　　　　　定期的なデイケア通所を通じて生活リズムの確立を図る。

　　　　　デイケアでのプログラムを通じて社会性と対人関係技能の向上を図る。

　　　　　　　　　　　　　　　　↓

【検討内容】

・ﾃﾞｲｹｱ通所、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ参加にムラがあり、定期的な通所、参加が困難

定期的に、分かりやすく具体的な言葉を使用して、利用・参加目的の振り返りを実施する。

定期的に来所出来るように、プログラムやスタッフの対応について検討していく。

通所・参加の枠組みを明確にする。










